
GP-­‐Networkは、「患者」と	
  
「かかりつけ医」と「精神科専門医」

の心と心を近づけます	


GPネットワークについて	




あいちG-­‐Pネット（一般診療科・精神医療連携体制）の構築	

（目的）　県民の心の健康を守るため「うつ病」の早期発見・早期治療を推進するシステムを構築する	


•  「うつ病」に罹患する人が増加している。（国民病）	

•  「うつ病」は本人の自覚がなく、身体症状が現れることが多い。	

•  精神科に関する偏見や誤解などから精神科への受診をためらう人が多い。	

•  精神科医不足等により自治体病院等が精神科診療から撤退している。	


•  「うつ病」は早期発見・早期治療が重要である。	

•  地域のかかりつけ医では、精神科領域の知識が不十分である。	

•  かかりつけ医と精神科医との連携体制は一部地域を除きできていない。	


•  ①「あいちG‐Pネット」を構築と「こころのドクターナビ」を含めた「こころのドクターネット」を開設する。	

•  ②かかりつけ医うつ病対応力を向上させるために研修内容を充実させる。	

•  ③地域においてかかりつけ医と精神科医の顔が見える関係作りを進める。	


《現状》	


《課題》	


《対策・平成２３年度の取組》	




	
 	
 	
 あいち G‐Pネット（一般診療科・精神医療連携体制）の構築 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
《機能》 
◎一般県民向け（こころのドクターナビ：従来版の継承） 
・うつ病を含めた精神疾患の説明・治療の流れ 
・うつ病に関するセルフチェック 
・精神科病院・診療所の検索紹介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【愛知県精神科病院協会が運営】 
 

《現状》 
・「うつ病」に罹患する人が増加している。（国民病） 
・「うつ病」は本人の自覚がなく、身体症状が現れることが多い。 
・精神科に関する偏見や誤解などから精神科への受診をためらう人が多い。 
・精神科医不足等により自治体病院等が精神科診療から撤退している。 

《課題》 
・「うつ病」は早期発見・早期治療が重要である。 
・地域のかかりつけ医では、精神科領域の知識が不十分である。 
・かかりつけ医と精神科医との連携体制は一部地域を除きできて

いない。 
 
・ 
 
かかりつけ医と精神科医との連携体制は一部地域を除きできて

いない。 
 
・ 

◎医療機関向け（パスワードによるログイン） 
・精神疾患に関する詳しい説明 
・治療方法、治療薬の用法・注意事項 
・精神科医から精神科専門病院・専門医師への紹介要請 
・PIPCの説明と必要な様式等（ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可） 
・研修会のビデオをネットで公開（24時間閲覧可） 
・一般医からの精神科専門病院・専門医師への紹介要請（ホスピタルナビ連液） 
	
  [精神疾患に関する患者紹介に対し、回答又は対応する。] 
（平日	
 9:00～19:00	
 医師オンコール体制：状況に応じて 24時間対応） 

・よくある質問等は整理し、Q＆Aとして登載 
・一般科医から精神科医への紹介状（法的な許可が得られれば電子化） 
 
 
 
 
 
 
 

参加 

〈地域の精神科医にも協力いただき懇談会のきっかけとする〉	
 

登録 

情報収集 

・情報収集 

・精神科専門

医への患

者紹介 

・専門病院等

の検索 

紹介への回答 

《対策・平成２３年度の取組》 
①「あいち G‐Pネット」を構築と「こころのドクターナビ」を含めた「こころ
のドクターネット」を開設する。 

②かかりつけ医うつ病対応力を向上させるために研修内容を充実させる。 
③地域においてかかりつけ医と精神科医の顔が見える関係作りを進める。 

 

〈例〉 
《あいち GP ネットの概略図》 

参加 

②研修内容の充実 

１．PIPC（プライマリーケアにおける精神
医学）の手法による基礎研修（講義） 
２．PIPCの手法による実践的研修 
	
 （少人数によるロールプレイ等） 
	
 医療圈ごとに順次開催 

【愛知県医師会に委託実

施】 
 

うつ病対応力向上研修 

《目的》 県民の心の健康を守るため「うつ病」の早期発見・早期治療を推進するシステムを構築する。 

 

 
 
○紹介された患者の治療 

↓ 
○状態が良くなったらかか

りつけ医へ戻す。 
（今後の治療方針等指示

書を発行（電子化検討） 
 

精神科病院 
精神科診療所 
（精神科医） 

 

 

・地域で顔の見える関係づくりを実施 
[愛精協と医師会と連携して実施] 

 

③地域連携会議・懇談会の開催（年１、2 回） 

『こころのドクターネット』〈愛知県精神科医療連携ウェブサイト作成〉 

 

	
 	
 ○身体症状	
 頭痛、腰痛、食欲不振   ○精神症状	
 憂うつになる、気分が落ちこむ 

① 機能追加（GP ネットの開設） 

 
 
○身体症状緩和のための治療 
 
○身体症状に隠れた精神疾

患の見極めと治療 
↓ 

○重度者・対応困難事例に

ついては「GPネット」の
活用により専門病院等を

紹介 
 
 

地域のかかりつけ医 
（内科・整形外科等） 

 
 

患者 

 
 

《あいち G‐Pネットの概略図》 

 
G‐P（General physician 

‐Psychiatrist ）； 一般

科医‐精神科医 

 

PIPC （ Psychiatry In 

Primary Care）；プライ

マリーケアにおける精神

医学 

 

登録 



システムの概要	


#1	


#２	


#３	




関係者ログインができない方	


•  このシステムは　　　　　の機能を利用	
  
•  ＧＰネットへはGoogleアカウントで入
ります。	
  

•  アカウント情報は以下の通りです	
  
– ユーザー名を聞かれた場合	
  

•  aiseikyou	
  
–  メールを聞かれた場合	
  

•  aiseikyou@gmail.com	
  	




サイトへのアクセス方法	


①  http://www.kokoro-dr.info/を入力してください。	

②  関係者のページにログインしましょう	

③  以下の様な表示になります。	


①  メール：aiseikyou@kokoro-­‐dr.info、ユーザー名：aiseikyou	
  



#1　GPネットワーク関係者のページ	




専門医への連絡	




精神科専門医の呼び出し（かかりつけ医）	




応需側（愛精協病院）	




専門医の携帯電話を呼び出す	




結果の記録と検索	




精神科GP連携ネットワーク	


一般医	


精神科医	


産業医	


患者	


精神保険指定医	


精神病院専門医師	


精神科産業医	



